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事業名 事業 事業 国土交通省
一般国道１６号 八王子拡幅 区分 一般国道 主体 関東地方整備局

はちおうじかくふく

起終点 自）東京都八王子市中野上町 延長
はちおうじしちゅうのかみちょう

至）東京都八王子市左入町 ２．７km
はちおうじしさにゅうまち

事業概要 国道１６号は、横浜、相模原、八王子、大宮、千葉、横浜、を結ぶ延長約３３９ｋｍの重要
な環状道路である。八王子拡幅は、４車線区間に挟まれた現道２車線区間であり、著しい渋滞区間になっ
ているため、交通渋滞緩和と安全性向上を図り、国道機能の確保を目的として計画された事業である。
Ｓ５４年度事業化 Ｓ３６年度都市計画決定 Ｓ５５年度用地着手 Ｓ６０年度工事着手

Ｓ３９年度都市計画決定
（Ｓ５１年度変更）

全体事業費 約１７７億円 事業進捗率 ７５％（H20年12月） (4/4)車線区間延長 １．５km
計画交通量 ３１，３００～４５，６００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 ４６億円/２３７億円 ２２２/３５０億円 平成２０年度(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：１９８/２９９億円１．５ 事 業 費：43/230
億円 走行経費減少便益： ２２/ ４８億円(残事業) 維持管理費：2.9/6.5

交通事故減少便益：１．３/２．２億円４．８
感度分析の結果 残事業について感度分析を実施

交通量変動 ：B/C=５．４(交通量+10%) B/C=４．２(交通量-10%)
事業費変動 ：B/C=４．４(事業費+10%) B/C=５．３(事業費-10%)
事業期間変動：B/C=４．６(事業期間+1年) B/C=４．９(事業期間-1年)

事業の効果等
・円滑なモビリティーの確保（混雑時旅行速度が２０ｋｍ／ｈ未満の旅行速度改善が期待される）
・都市の再生（市街地開発、区画整理等の沿道街づくりとの連携あり 中野西・中野中央土地区画整理事
業） 他６項目

関係する地方公共団体等の意見
・八王子拡幅箇所は、路線バスの重要な運行路線であることから （社）東京バス協会から早期整備の要、
望を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
ひよどり有料道路がH13.1開通、H19.6無料化。中野中央土地区画整理事業が平成２０年度で道路用地確保
完了。中野西土地区画整理事業が継続中。
事業の進捗状況、残事業の内容等
(2/4)車線区間(1.2km)では、用地買収が７５％まで進捗（平成20年12月末）
早期の効果発現のため、取得した用地を活用し段階的整備を行っている。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
今後、残る用地取得を強力に推進し、特に区画整理事業において国道拡幅用地を優先的に確保するよう調
整し、平成２５年度頃の供用を目指す。
施設の構造や工法の変更等
－
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
(2/4)車線区間の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


